
山口県の農業農村整備
２０２５

新鮮なグリーン（山口市）

秋晴れ（山口市） 生命の水やり（山陽小野田市）

棚田を繋ぐ（岩国市）玉ねぎ列車（山口市）

山口県農林水産部農村整備課

第23～26回食料・環境・ふるさと写真コンテスト受賞作品



山口県の農業情勢
山口県の基幹的農業従事者数は平成２７年の約２万４千人から令和２年の約１万７千人と５年間で約３割減少
するとともに、その平均年齢は72.3歳（全国67.8歳）と全国最高齢となっています。一方、毎年１００人程度
の新規就農があります。意欲ある担い手が効率的な農業経営ができるよう、スマート農業に対応した農地
整備や地域ぐるみでの農業用施設の維持管理が重要となっています。

耕地面積は令和元年の46,440haから令和5年の43,270haと減少傾向にあります。耕地の84%が水田
で、全国の54%と比較して極めて高くなっています。このため畑作物の生産拡大に向け、水田でも畑作物の
作付を可能とする水田高機能化を推進する必要があります。

主食用米は減少傾向にありますが、主食用米以外（加工用米、飼料用米等用途米）および麦、大豆等の
戦略作物は増加傾向です。今後も水田フル活用による経営リスク分散の観点から、転換作物の作付を
推進することが必要です。

耕地面積の推移（山口県）

農業産出額の構成比（山口県）

耕地面積の構成比

年齢別基幹的農業従事者数（山口県） 新規就業者数（山口県）
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やまぐち農林水産業振興計画（2022年度～2026年度）

４．産地の維持・拡大に向けた基盤整備と防災力強化
３．需要の変化に対応した持続可能な生産供給体制の確立
２．県産農林水産物のさらなる需要拡大
１．成長を支える多様な人材や中核経営体の確保・育成

主な整備目標

Ⅰ 生産性を高める基盤整備
【生産基盤の整備による農業の成長産業化】
区画整理、水田高機能化、施設の長寿命化 等 多面的機能支払、中山間地域等直接支払 等

ハード整備(ため池、頭首工、排水機場、海岸保全施設等)
ソフト整備(防災対策への備え、施設の長寿命化計画等)

生産性を高める基盤整備
　区画整理面積
　水田高機能化面積
　長寿命化施設（農業施設・着手）

農村の持つ多面的機能の維持
　多面的機能支払取組面積（農地維持支払）
　中山間地域等直接支払取組面積

防災・減災機能の強化
　防災重点農業用ため池の整備箇所数（累計）
　頭首工の改修
　排水機場の改修
　海岸保全施設の整備延長

※農村整備課関係事業について記載

出典：農業農村整備関係予算の推移(2025)
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Ⅲ 防災・減災機能の強化
【農業・農村の強靭化】

農業農村整備関係予算の推移 令和7年度 農業農村整備関係予算

Ⅱ 農村の持つ多面的機能の維持
【多様な人が住み続けられる農村の振興等】
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「生産性を高める基盤整備」、「農村の持つ多面的機能の維持」、「防災・減災機能の強化」の３本柱を総合的・一体的に推進し、
相乗的な効果発現のため、農業生産や農村地域を支える基盤整備・防災力強化を着実に推進することで、「生産性と持続性
を両立した強い山口県農業の育成」を実現し、農業の持続的かつ安定的な発展と農業農村の振興を目指します。
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岩国農林水産事務所 農村整備部
〒740-0016 岩国市三笠町1丁目1-1（総合庁舎内）
TEL 0827-29-1550　FAX 0827-29-1595

柳井農林水産事務所 農村整備部
〒742-0031 柳井市南町3丁目9-3（総合庁舎内）
TEL 0820-25-3294　FAX 0820-25-3297
（大島分室）
〒742-2301 大島郡周防大島町久賀5387-2
TEL 0820-72-1051　FAX 0820-72-1050

周南農林水産事務所 農村整備部
〒745-0004 周南市毛利町2丁目38（総合庁舎内）
TEL 0834-33-6457　FAX 0834-33-6514

山口農林水産事務所 農村整備部
〒753-0064 山口市神田町6-10（総合庁舎内）
TEL 083-922-1993　FAX 083-932-2387

美祢農林水産事務所 農村整備部
〒759-2212 美祢市大嶺町東分3449-5（合同庁舎内）
TEL 0837-54-0030　FAX 0837-52-4110

下関農林事務所 農村整備部
〒750-0421 下関市豊田町大字殿敷1892
TEL 083-767-0281　FAX 083-766-1185

農林水産事務所・農林事務所農村整備部所管区域

農林水産部組織図
農業農村整備の推進は、農村整備課及び各農林水産事務所・農林事務所農村整備部により計画的に進めています。

長門農林水産事務所 農村整備部
〒759-4401 長門市日置上1251-6
TEL 0837-37-5604　FAX 0837-37-5612

萩農林水産事務所 農村整備部
〒758-0041 萩市江向河添沖田531-1（総合庁舎内）
TEL 0838-22-0341　FAX 0838-22-1790

農 林 水 産 部

漁港漁場整備課

水 産 振 興 課

森 林 整 備 課

森 林 企 画 課

畜 産 振 興 課

農 村 整 備 課

農 業 振 興 課

ぶちうまやまぐち
推 進 課

農林水産政策課

山口県農林水産部農村整備課　〒753-8501 山口市滝町1-1
TEL 083-933-3400　FAX 083-933-3429　E-mail a17500@pref.yamaguchi.lg.jp

計 画 調 整 班

技 術 管 理 班

整 備 班

改良区指導班

経 理 班

編集・発行
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Ⅰ 生産性を高める基盤整備 生産基盤の整備による農業の成長産業化

区画整理

作業効率の向上や水管理の省力化等を通じて生産コストの削減に向けた、スマート農業技術が活用可能と
なる農地の整備を推進します。

米中心の営農から、麦・大豆等の土地利用型作物の生産
拡大や野菜等の高収益作物への転換を促進する、水田
の汎用化・高機能化を推進します。

農業生産や農村生活を支える土地改良施設等のライフサイクルコストを低減する長寿命化を進めます。

橋の耐震補強（長門市：長門大津） 用水機場の整備（岩国市：尾津） ダムの整備（長門市：畑）

農地の大区画化（山口市：鋳銭司）

フォアス施工後（防府市：上田真鍋） シートパイプ（宇部市：万倉西奥）

ICT水管理器（水まわりくん）

1

水田高機能化2

農業用施設の長寿命化3

農地の大区画化（防府市：下津令）

自動草刈機に対応する
緩勾配法面の設置

ドローン防除

スマート農業導入・管理省力化に向けた基盤整備の推進

水田高機能化による畑作物の生産拡大
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2.5倍に増加

麦・大豆の作付面積が整備前に比べ３培に増加！



Ⅱ 農村の持つ多面的機能の維持 多様な人が住み続けられる農村の振興

中山間地域等においては、地域の特性に応じた区画整理や獣害防止柵など、きめ細やかな整備を推進します。
農村に人が安心して住み続けられるよう、農業集落排水施設の長寿命化・省エネルギー化等により農村にお
ける生活インフラの整備を推進します。

日本型直接支払制度を活用し、多様な人材の参画による持続可能な地域組織の運営体制の強化に取組み
ます。
また、棚田地域では、棚田の有する多面的な機能の理解促進を図るなど、棚田を核とした地域振興の取
組を支援します。

中山間地域の区画整理（山口市：島地下） 農道の整備（防府市：牟礼小野）

獣害防止柵（下関市：豊田豊北） 集落排水施設の整備(下関市：菊川中央)

水路の清掃 農道舗装 棚田地域の草刈り

農村に人が住み続けるための条件整備4

日本型直接支払制度5



Ⅲ 防災・減災機能の強化 農業・農村の強靭化

防災重点農業用ため池の決壊による周辺地域への被害を防止するため、劣化状況評価等に基づき、改修・
廃止等の防災工事を集中的かつ計画的に推進します。
管理保全体制の確立に向けて「ため池サポートセンターやまぐち」と連携して、ため池点検パトロールや
管理者等への技術的指導・助言等を行います。

更新時期を迎えた頭首工の機能不全による災害発
生を未然防止するため、計画的な補修・改修を進
めます。

大雨等による浸水被害を未然防止するため、老朽
化が進んでいる排水機場について、計画的に補修・
更新整備を進めます。

ため池の改修（下関市：石井) ため池の切開（美祢市：洗川）

ため池点検パトロール ため池サポートセンターやまぐちによる指導

頭首工の改修（山口市：吉部野） 排水機場の改修（山口市：黒潟南）

ため池の整備6

頭首工の改修7 排水機場の改修8



地震や台風等による津波、高潮、波浪等の自然災
害から堤防背後に広がる農地や農業用施設、人家、
公共施設等を防護するため、海岸保全施設の整備
を進めます。

山口県ため池マップ(ため池データベース)を
整備しました

地すべりによる被害を除去、又は軽減するため、「地
すべり等防止法」により指定された区域内におい
て、抑制工や抑止工などの地すべり防止施設の整
備を進めます。

「農業用ため池の管理及び保全に関する法律」に基づ
き、山口県における農業用ため池の位置、名称、その
他基礎情報を掲載した「ため池マップ（ため池データ
ベース）」を整備し、公表しています。

山口県ため池データベース

海岸堤防の補強（防府市：西之浦） 地すべり防止対策(長門市：中の森2期)

海岸保全施設の整備9

防災対策への備え11

地すべり防止対策10

ため池の点検や維持管理情報、豪雨・地震時の災害
情報、また農業農村の風景などを撮影し、住民避難や
防災対策、農業農村の振興に役立てる「報告アプリ」
を運用しています。

ynn報告アプリで災害・点検報告！

やまぐち 農業農村

昨日の大雨で
田が崩れました

大雨に備えて、
ため池の水位
を下げました

被害情報の伝達に !

施設管理の報告に !


